
U n i v e r s i t é  d u  To h o k u  D é p a r t e m e n t  d e  L a n g u e  e t  L i t t é r a t u r e  f r a n ç a i s e s

■　日　時　■
2018年12月14日（金）， 15日（土）， 16日（日）

■　会　場　■
川内南キャンパス文科系総合講義棟・204（12/14）、213（12/15、12/16）

 語りと主観性
 -  自由間接話法とその他  -

・シンポジウム・

阿部　　宏（東北大学，フランス語学）「語り中の二重の声」
田原いずみ（明治学院大学，フランス語学）「自由間接話法の周辺」
深井　陽介（東北大学，フランス文学）「ランボーとミュッセにおける「私」の多重性」
赤羽　研三（上智大学名誉教授，フランス文学）「一人称小説における自由間接文体」
川島浩一郎（福岡大学，フランス語学）「ディスクールとイストワールの弁別と非弁別」
三瓶　裕文（一橋大学名誉教授，ドイツ語学）「登場人物の視点性、主観カメラ性、内心の共体験」

12/14（金）13:00～

平塚　　徹（京都産業大学，フランス語学）「単純過去と主観性」
牧　　彩花（東北大学ＭＣ，フランス語学）「人称転換文における話法の考察」
石田　雄樹（東北大学助教，フランス文学）「レチフ・ド・ラ・ブルトンヌにおける語りの多層性」
松澤　和宏（名古屋大学，フランス文学）「フローベールにおける＜主観的語り＞の行方」
小林　亜希（米沢女子短期大学，英文学）「The Inheritorsにおける焦点化の問題と主観性」
吉川　一義（京都大学名誉教授，フランス文学）「プルーストにおける自由間接話法」

12/15（土）10:00～

出原　健一（滋賀大学，英語学）「マンガにおける主観表現」
嶋崎　　啓（東北大学，ドイツ語学）「ドイツ語の自由間接話法の英訳と仏訳」
鈴木　康志（愛知大学，ドイツ語学）「体験話法　－光と影の研究史―」

12/16（日）10:00～

主催◉東北大学文学研究科　共催◉東北大学高度教養教育・学生支援機構
問い合わせ先◉阿部宏  hrshabe@m.tohoku.ac.jp　


